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庁
舎

会
津
若
松
市
庁
舎
整
備
基
本
計
画
を

策
定
し
ま
し
た

庁
舎
整
備
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す

　
市
で
は
市
役
所
庁
舎
の
整
備
を
進
め
て
い

く
た
め
、
平
成
27
年
度
に
開
催
し
た「
庁
舎

検
討
懇
談
会
」
か
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、
平

成
29
年
２
月
に
策
定
し
た「
会
津
若
松
市
第

７
次
総
合
計
画
」
に「
市
役
所
庁
舎
の
整
備
」

を
位
置
づ
け
ま
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
平

成
29
年
度
か
ら
は
、
本
庁
舎
旧
館
の
建
物
・

敷
地
の
状
況
を
調
査
し
、
分
庁
舎
を
含
め
た

建
物
・
敷
地
の
活
用
方
策
の
検
討
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
こ
の
た

び
、
庁
舎
整
備
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
を

ま
と
め
た「
庁
舎
整
備
基
本
計
画
」を
策
定
し

ま
し
た
。
今
後
は
、
設
計
・
工
事
段
階
に
進

め
、
２
０
２
５
年
度
の
新
庁
舎
開
所
を
目
指

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

本
庁
舎
敷
地
に
庁
舎
機
能
を

集
約
し
ま
す

　
本
庁
舎
旧
館
や
分
庁
舎
の
建
物
・
敷
地
の

活
用
に
つ
い
て
は
、「
本
庁
舎
旧
館
全
体
を

保
存
す
る
か
、
歴
史
的
な
価
値
の
あ
る
部
分

を
保
存
す
る
か
」「
本
庁
舎
旧
館
を
庁
舎
と
し

て
利
用
す
る
か
、他
の
用
途
に
利
用
す
る
か
」

「
栄
町
第
一
庁
舎
を
庁
舎
と
し
て
利
用
す
る

か
、
他
の
用
途
に
利
用
す
る
か
」「
栄
町
第
二

庁
舎
を
他
の
用
途
に
利
用
す
る
か
、
駐
車
場

と
し
て
利
用
す
る
か
」
と
い
う
選
択
肢
に
よ

り
、
16
パ
タ
ー
ン
の
案
を
設
定
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
案
を
絞
り
込
む
た
め
、

庁
舎
検
討
懇
談
会
か
ら
の「
現
在
分
散
し
て

い
る
庁
舎
機
能
を
集
約
し
、
新
た
な
総
合
庁

舎
を
建
設
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」「
新
庁
舎

の
高
層
化
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、
分
庁
舎

の
建
物
・
敷
地
の
活
用
も
考
慮
す
べ
き
」
な

ど
の
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
本
庁
舎
旧
館

の
歴
史
的
な
価
値
の
継
承
や
、
建
築
基
準
法

な
ど
各
種
法
令
へ
の
対
応
、
事
業
費
な
ど
の

視
点
か
ら
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
各
庁
舎
の
建
物
・
敷
地
の
活
用
方
策

は
、
図
１
の
通
り
庁
舎
機
能
を
現
在
の
本
庁

舎
敷
地
に
集
約
し
、
栄
町
第
一
庁
舎
を
市
民

活
動
の
拠
点
な
ど
と
し
て
、
栄
町
第
二
庁
舎

を
駐
車
場
と
し
て
活
用
す
る
案
で
庁
舎
整
備

を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

庁
舎
整
備
の
ポ
イ
ン
ト

　
庁
舎
整
備
に
あ
た
っ
て
、
職
員
数
や
議
員

数
、
そ
れ
に
基
づ
く
必
要
面
積
な
ど
を
次
の

通
り
想
定
し
ま
す
。

▼
職
員
数
…
８
２
０
人

▼
議
員
数
…
28
人

▼
総
床
面
積
…
１
６
０
０
０
㎡
程
度

〔
本
庁
舎
旧
館
の
保
存
と
新
庁
舎
の
配
置
〕

　
本
庁
舎
旧
館
は
、
歴
史
的
価
値
の
あ
る
部

分
を
改
修
・
保
存
し
、
主
に
議
会
な
ど
で
利

用
し
ま
す
。
ま
た
、
本
庁
舎
旧
館
の
一
部
と

現
在
の
本
庁
舎
新
館
、
付
属
建
物
を
除
却
し
、

そ
の
敷
地
に
新
庁
舎
の
建
設
を
進
め
ま
す

〈
図
２
参
照
〉。

〔
新
庁
舎
の
高
さ
と
景
観
〕

　
新
庁
舎
は
、
階
数
が
６
階
程
度
、
高
さ
が

30
ｍ
以
下
で
、
本
庁
舎
敷
地
に
必
要
な
床
面

積
を
確
保
で
き
る
見
込
み
で
す
。
こ
の
高
さ

に
す
る
こ
と
で
、
図
３
の
通
り
、
本
庁
舎
旧

館
正
面
の
道
路
か
ら
見
上
げ
た
と
き
に
、
新

庁
舎
が
視
界
に
入
ら
な
い
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
新
庁
舎
の
高
さ
や
デ
ザ
イ
ン

を
含
め
、
周
辺
と
の
調
和
や
眺
望
な
ど
の
景

観
に
配
慮
し
ま
す
。

〔
駐
車
場
の
配
置
〕

　
本
庁
舎
敷
地
や
旧
謹
教
小
学
校
跡
地
の
東

側
、
栄
町
第
二
庁
舎
の
敷
地
な
ど
を
活
用
し

て
、
現
在
の
各
庁
舎
の
駐
車
台
数
と
ほ
ぼ
同

数
の
２
４
０
台
程
度
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
確

会津若松市第７次総合計画

【政策分野３９ まちの拠点】
施策２ 市役所庁舎の整備
　情報や防災、市民サービスの拠

点として、また、市民生活を支え

る中心施設として、現在の本庁舎
を中心に庁舎を整備します。
　その際、市役所本庁舎旧館につ
いては、その活用に向けた検討を
進めながら保存していきます。

事業スケジュール
年度 内容

２０１９年度
●基本計画策定
●市民説明と意見交換

２０２０年度～ ●設計

２０２２年度～
●新庁舎新築工事
●本庁舎改修等工事

２０２５年度
●新庁舎への引っ越し
●新庁舎開所
●駐車場整備

保
し
ま
す
。

　
ま
た
、
本
庁
舎
の
出
入
口
近
く
に
は
、
車

い
す
を
利
用
し
て
い
る
人
や
妊
娠
し
て
い
る

人
、
介
護
・
介
助
が
必
要
な
人
な
ど
に
配
慮

し
た
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し
ま
す
。

〔
窓
口
業
務
の
集
約
〕

　
新
庁
舎
の
低
い
階
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

利
用
が
多
い
窓
口
を
集
約
し
、
効
率
的
で
円

滑
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

〔
周
辺
道
路
の
整
備
〕

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
来
庁
し
や
す
い
よ
う
に
、

歩
行
者
や
車
両
の
動
線
を
考
慮
し
な
が
ら
、

周
辺
道
路
の
整
備
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

〔
外
部
空
間
の
創
出
〕

　
植
栽
や
植
樹
、
ベ
ン
チ
の
設
置
な
ど
に
よ

り
、
憩
い
の
場
と
な
る
開
放
的
な
空
間
の
整

備
や
、
本
庁
舎
旧
館
と
新
庁
舎
の
間
の
オ
ー

プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
活
用
を
計
画
し
ま
す
。

〔
事
業
費
と
財
源
の
想
定
〕

　
工
事
関
連
費
で
94
億
円
、
そ
の
ほ
か
に
事

務
機
器
な
ど
の
費
用
を
想
定
し
ま
す
。
財
源

は
、
約
41
億
円
の
庁
舎
整
備
基
金
や
国
の
交

付
金
、
合
併
特
例
債
な
ど
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
の
費
用
は
現
時
点
で
の
概

算
で
あ
り
、
今
後
、
設
計
な
ど
を
進
め
て
い

く
中
で
、
事
業
費
の
抑
制
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

〔
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
〕

　
本
年
度
以
降
の
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
左

表
の
通
り
で
す
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
庁
舎
整
備
基
本
計
画
の
詳
細
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◉
問
い
合
わ
せ
…
庁
舎
整
備
室（
☎
23
・

４
５
６
１
）

〈図１〉各庁舎の建物・敷地の現況と活用方策

〈図２〉本庁舎旧館の保存と新庁舎の配置イメージ

〈図３〉新庁舎の景観シミュレーション

本庁舎旧館を保存・活用しながら、まちの拠点として人や情報が行き交う
市役所庁舎を整備します
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※

※ 合併特例債…平成の大合併による新市建設計画の事業費として特例的に活用できる地方債のこと。事業費の９５％まで充当可能で、国が返
済の７０％までを負担（普通交付税措置）する

※東側から見たイメージ


